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　  前 　　　　 奏　　  　　　　　　　　　　　　　　　 奏楽　豊島慶子姉

　  開　会　招　詞　ヨハネ福音書4章23－24節

＊  賛　  美　　歌　　87:１（ソングシート）
1. 全地よ神に向かい ‿ 喜びたたえよ。 御名 の栄光ほめよ その誉れ歌え。 御神に告げまつれ み業

ぜんち む よろこ み な さ か え ほま み か み つ わざ

おそるべし、 主はみ力をもて 仇を伏させたもう。 
あだ ふ

＊  開　会　祈　祷　
　  罪　の　告　白　 祈祷書2　罪の告白①

神よ、わたしを憐れんでください。御慈しみをもって。深い御憐れみをもって、背きの罪をぬぐい去っ
かみ あわ おんいつく ふか おんあわ そむ つみ さ

てください。わたしの咎をことごとく洗い、罪から清めてください。わたしは咎のうちに産み落とされ、
とが あら つみ きよ とが う お

母がわたしを身ごもったときも、わたしは罪のうちにあったのです。わたしを洗ってください。雪よりも
はは み つみ あら ゆき

白くなるように。神よ、わたしの内に清い心を創造し、新しく確かな霊をさずけてください。救いの喜び
しろ かみ うち きよ こころ そうぞう あたら たし れい すく よろこ

を再びわたしに味わわせ、自由の霊によって支えてください。主よ、わたしの唇を開いてください。この
ふたた あじ じ ゆ う れい ささ しゅ くちびる ひら

口は、あなたの賛美を歌います。　　　主イエス・キリストの御名によって。ア－メン。　　(詩編51)
くち さ ん び うた しゅ い え す き り す と み な

　　　 罪の赦しの宣言　　

十　　　　　戒　　 祈祷書4
1. あなたは、わたしのほかに、何者をも神としてはならない。

なにもの かみ

2. あなたは自分のために刻んだ像を造ってはならない。それにひれ伏してはなら
じぶん きざ ぞう つく ふ

　　ない。それに仕えてはならない。
つか

3. あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに唱えてはならない。主は、
かみ しゅ な とな しゅ

　　み名をみだりに唱える者を、罰しないではおかない。
な とな もの ばっ

4. 安息日をおぼえて、これを聖とせよ。
あんそくにち せい

5. あなたの父と母を敬え。
ちち はは うやま

6. あなたは殺してはならない。
ころ

7. あなたは姦淫してはならない。
かんいん

8. あなたは盗んではならない。
ぬす

9. あなたは隣人について偽証してはならない。
りんじん ぎしょう

10.あなたは隣人の家をむさぼってはならない。隣人の妻、またすべて隣人
りんじん いえ りんじん つま りんじん

　　のものをむさぼってはならない。　　　　　(出エジプト20、申命記5)

＊  賛　　美　　歌　　 87：３（ソングシート）
３. 神は勢いもて 永遠に統べたもう。 その目は国々を 見守りたまえり。 背く者、 嘲り おごることな

いきお と わ す み ま も そむ あざけ

かれ。 すべての国民よ 神をほめまつれ。
くにたみ

公 同 の 祈 祷　18　聖霊降臨節 第一主日 ペンテコステ

聖なる神さま、あなたを讃えます。主イエスの約束にしたがって、聖霊が使徒たちの上に降り、
せい かみ たた しゅ やくそく せいれい し と うえ くだ

新しい時代の教会が生まれました。今も聖霊のお働きにより、わたしたちを信仰に燃えるように
あたら じ だ い きょうかい う いま せいれい はたら しんこう も



し、御言葉により忠実な弟子として整え、わたしたちが、全ての国にキリストを宣べ伝えることが
み こ と ば ちゅうじつ で し ととの すべ くに の つた

できるように、力を満たしてくださっていることを感謝します。アーメン。(使徒2、ルカ24、「聖
ちから み かんしゃ

霊」三)     

献　　　　　 金　　（黒）教会活動・（赤）退職教師　　70
　　　　今献ぐるそなえものを　主よ　清めて受けたまえ　アーメン　
聖　書　朗　読　　エゼキエル37章11－14節（旧約聖書1357頁）

ヨハネ20章19－23節（新約聖書210頁）
説　教・祈　祷　「命への招待状」杉山昌樹牧師

＊  賛　  美　　歌　   ２２５:１，２（讃美歌）
1．すべての人に　のべつたえよ、神のたまえるみおとずれを。　あめなる父はみ子をくだし、救

すく

いの道を　ひらきませり。 
みち

2．あまねくのべよ、よき知らせを。まことの幸をもとめつつも。空しきものに　さそわれゆく　
し さち むな

世のはらからに　のべつたえよ。　アーメン 
よ

＊  主　の　祈　り　  　祈祷書1

 天にまします我らの父よ
てん われ ちち

 願わくは御名をあがめさせたまえ
ねが み な

 御国を来たらせたまえ　 御心の天になるごとく  地にもなさせたまえ
みくに き みこころ てん ち

 我らの日用の糧を  今日も与えたまえ
われ にちよう かて き ょ う あた

 我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく 我らの罪をも赦したまえ
われ つみ おか もの われ ゆる われ つみ ゆる

 我らを試みに会わせず  悪より救い出したまえ
われ こころ あ あく すく いだ

 国と力と栄えとは  限りなく汝のものなればなり　　ア－メン。
くに ちから さか かぎ なんじ

＊  頌　　　　　栄　  　６６

世をこぞりて、ほめたたえよ　みさかえつきせぬ、あまつかみを。アーメン 
＊  祝　　　　　祷　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　

　  後　　　　　奏　　 （黙祷） 

　　報　　　　　告  司会古澤兵庫長老・受付雨宮信長老（次週：加藤良明・古澤兵庫長老）　　　 

礼拝当番/献金当番 番場験也、坂井基起/番場燈路、堀口恵理（次週）若月証、伊藤幸紀/八児慶

汰、堀口恵理 

本日　受付 １階：古澤迪子執事　２階：若月学執事 ／ZOOMホスト・録音：森永翔馬

次週　受付 １階：那珂信之執事　２階：大日南隆夫執事 ／ZOOMホスト・録音：大日南信也 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



ヨハネ20：19－23　ペンテコステ記念礼拝「命への招待状」
命
今日の説教題は「命への招待状」としました。この場合の「命」とは二重の意味です。今こうして、
わたしたちが生きていて、一緒に礼拝ができる、肉体の命がある、ということがすでにうれしいこと
です。それに加えて、この命を土台として、私たちには新しい命が約束されている、それがもう始まっ
ているということを今日は確かめたいのです。先ほど、ヨハネ福音書と一緒にエゼキエル書を読みまし
た。いきなり骨の話が出てきて驚きます。もちろん、これは、イスラエルの民が骨に譬えられているの
です。そのようなエゼキエル書の中にこんな言葉があります。「主はわたしに言われた。「人の子よ、
これらの骨はイスラエルの全家である。彼らは言っている。『我々の骨は枯れた。我々の望みはうせ、
我々は滅びる』と。」ここでは神様が種明かしをして、この骨はイスラエルの人々のことだとはっきり
と言っています。さらに、そのイスラエルの人たちが、「我々の骨は枯れた。我々の望みはうせ、我々
は滅びる」。このように言っているのだ、と改めてエゼキエルに語り掛けているのです。これは、バビ
ロンの国に連れていかれて、奴隷状態にある人たちの声です。彼らは体としては生きています。けれど
も、心が死にかけているのです。なぜなら、希望を見出せないと思い込んでいるからです。将来を悲観
しているのです。そして問題はこの部分です。エゼキエル書では、この部分に神様が希望を注ぎ込む、
というように続いていきます。私たちには、この希望があります。どんなときにも変わらない希望で
す。それは極端なことを言いますと、今日から一週間しか生きられないとしても、なお消えない希望で
す。この希望についてペンテコステの日に一緒に考えたいのです。

閉ざされている？
今日の始めで、日付の確認がまずなされています。それは、週の始めの日、安息日の翌日、すなわち、
日曜日です。それは言うまでもなく、イエス様が復活された日です。新しいことが始まっています。と
ころが、ここでは、弟子たちは、閉ざされた家の中に集まっています。なぜそうなっているのか、理由
ははっきりとしています。それは、ユダヤ人を恐れて、とある通りです。この事は、決して大げさなこ
とではありません。わずか三日前には、イエス様が捕らえられ、十字架刑にされてしまったからです。
その弟子である自分たちもまた、探し出され、何かひどい目に会わされるかもしれない、そのよう
な、希望のない状態の中で、彼らは閉じこもっていたのです。ちなみに、先ほど読みました、エゼキエ
ル書37章11節の続きの部分はこうです。それゆえ、預言して彼らに語りなさい。主なる神はこう言われ
る。わたしはお前たちの墓を開く。わが民よ、わたしはお前たちを墓から引き上げ、イスラエルの地へ
連れて行く。」（エゼキエル37：12）。ここでもまた、「墓」という言葉があってびっくりしますが、
これは、捕囚の地バビロンのことを指しています。希望がなく、骨の枯れたような状態、生きていて
も、まるで命がないように感じられるような虚しい状態、そのような状態に閉じ込められてしまってい
ることをさして、「墓」という言葉が使われています。しかし、神様ご自身がこの墓を「開く」という
のです。そして、神様が約束した地へ連れていくと言われます。神様が新しく希望を与えるというので
す。それは、心が生き返る、新しい希望ある命に生きるようにする、という意味です。

イエスが来る
そして、この時、ヨハネによる福音書の弟子たちの置かれた状態の中で、この新しいこと、心が生き
返ることが起きています。しつこいようですが、彼らは恐れていました、戸を閉ざしていました、おそ
らく彼らの心もまた、閉じていたでしょう。そして実は、私たちもまた、このような心を知っているか
もしれないのです。様々な形で、とじてしまった心、終わったと思っている心、これ以上はどうしよう
もない、と思いこんでいる心を、持ってしまうことがあるかもしれないのです。そして困ったことに、
私たちは、自分の力で、閉じてしまった心をどうにかすることができないようなのです。この所の閉じ
た戸という言葉はこのような、自分で自分を閉ざしている心を示しているように見えます。けれども、
今日の聖書では、そのようにして、閉ざされた戸の中に、イエス様が入ってこられるのです。そこで新
しいことを始めてくださるのです。わたしたちは、あたらしいことができないのですけれども、イエス
様が新しいことを始めてくださるのです。そしてそれは決定的な始まりです。
　



平和がある
そのイエス様は、弟子たちの真ん中に立って、「平和があるように」と言われました。イエス様のお
られるところに平和があるのです。平和がやってくるのです。そして、その平和とは、とても具体的な
平和です。改めて確認しますけれども、この時の弟子たちの状況は、相変わらず厳しいままです。イエ
ス様をとらえた人たちは、イエス様の教えを嫌ったままですし、その教えを語ろうとする弟子たちの存
在も、邪魔だと考えています。その点で、彼らのおかれた状況は特によくなっていません。けれどもそ
こで、思い出したい詩編の言葉があります。有名な23編の5節はこうでした。「わたしを苦しめる者を
前にしても／あなたはわたしに食卓を整えてくださる。わたしの頭に香油を注ぎ／わたしの杯を溢れさ
せてくださる。」。詩人は「私を苦しめるもの」と言います。それはしっかり存在しているのです。決
して消えてなくならないのです。けれども、そのようないわば敵を前にしているにもかかわらず、神様
の恵みが届いているというのです。敵の目の前で、神様は、食卓を整えて下さる、私の頭に香油を注い
てくださる、そのようにして、良いものであふれさせて下さり、神様の守りの中にあることをわからせ
てくださるのです。イエス様が一緒にいて下さる平和とはこのような性質の平和です。困難なものは困
難なままに、しかし、そこに支えがあり平和があるのです。

見て喜ぶ
そのような神様の前での決定的な守り、平和の動かぬ証拠が、イエス様の手とわきの傷によってあら
わされています。イエス様は、平和を告げながら、手をわき腹を弟子たちに見せた、と続きます。この
事は、間違いなく、あの十字架を示しているはずです。十字架で成し遂げられたのは、罪の贖いです。
私たちが、そもそも、どう頑張っても、神様と一致できない、それで神さまとの間に平和がないのです
けれども、そのような私たちの受ける裁きがあの十字架で成し遂げられたということこそ、私たちの信
じている信仰です。イエス様は、このようにして私たちに平和を勝ち取ってくださったのです。今日の
聖書では、弟子たちが、イエス様の手とわきを見て、喜んだ、と続きます。傷跡を見て喜ぶ、というの
は異常な姿にも見えます。けれども、弟子たちは、この時、イエス様の傷を見ることによって、あの十
字架で成し遂げられたことの意味を理解したのではないでしょうか。「そういわれて、手とわき腹をお
見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ」。「主を見て」なのです。弟子たちは、一瞬にして、イ
エス様の十字架の意味と、それによって自分たちが、すでに神様にしっかりと結び付けられて平和であ
ることを、見つけ出したのです。このようにしてイエス様の姿を見ることで、弟子たちは、ああ、これ
で自分たちはもう大丈夫なのだと分かったのです。

派遣
そのようにして、神様との間の平和をもらった弟子たちに向かって、イエス様は、その事実を、もう
一度、確認しておられます。すなわち、「あなた方に平和がある」と言われたところです。そのうえで、
その平和を持って出かけていくようにと送り出されます。それが「父がわたしをお遣わしになったよう
に、わたしもあなた方を遣わす」とあるところです。これは、以前にもお話ししたかもしれませんが、
この派遣の意味は、神様から、イエス様、イエス様から、弟子たち、という流れで、つながりができる、
ということです。そして、そのことを、具体的に実現していくのが、聖霊の働きです。この時、イエス
様は直接、弟子たちに息を吹きかけて、聖霊を与えてくださいました。それは、使徒言行録2章に描か
れている、ペンテコステの出来事、すなわち、風のうなりのような音が響いて、炎のような舌が弟子た
ちの上に現れるあの様子とは違います。しかし、問題は、与えられ方ではなく、聖霊が与えられる、と
いうその事実です。聖霊は自由な風のように吹くのです。しかし、全く確かなことは、今もイエス様が
私たちにも聖霊を受けなさい、と言ってこの清い霊を送ってくださるという事実です。そして、そのよ
うな聖霊の派遣には、はっきりとした目的があります。

聖霊の働きと鍵の権能
それが、23節で語られている事柄です。これは罪の取り扱いについて語られています。端的に言いま
して、罪を赦したり、そのままにしたりする、ということです。これを教会に与えられた、鍵の権能と
言ったりします。それは全く具体的に、誰を教会員にするのか、しないのか、そのような権威が教会に



与えられている、という意味です。とくに改革派教会ではそれが、各教会の小会に与えられていると理
解しますし、実際的にも、洗礼や信仰告白に際して、試問と言いまして、いわばテストの質問をして、
受け入れを決めるのは小会の仕事です。そんな大切なことを一握りの人間に任せて大丈夫か、と思われ
る方もあるかもしれません。しかし、そこで、今一度考えたいことがあります。それは、教会とはそも
そも何だったのか、ということです。ペンテコステは教会の誕生日ともいわれます。実際に、あの使徒
言行録の記事を読みますと、聖霊によって押し出された、イエス様の弟子たちによって語られた言葉に
よって、多くの人が心を打たれ、その日の内に洗礼を受けて、キリスト者になったということが報告さ
れています。あの時、言葉を語ったのは、わずか数十日前に、イエス様を裏切って、こんな人は知らな
い、呪われればいい、とまで言ったペテロでした。しかし、とても不思議なことですが、神様は、こ
のような人を赦して用いられ、ご自身の教会を立て上げられる仕事を任されました。

罪を赦すのは神
そこで改めて思い出したいことがあります。それは、イエス様の「聖霊を受けなさい」とのお言葉で
す。いうまでもなく、神様から、イエス様から遣わされて、そして、神様とイエス様と、私たちをつな
ぐ働きをされるのが聖霊なる神です。そして、そのような清い霊を私たちは受け取るのです。それが決
定的なことです。私たちは、なお、罪があるものです。私たちは、なお不徹底なものでしかないかもし
れません。わたしたちは、いつでも神様にふさわしい、知恵を用いることができないかもしれませ
ん。しかし、そのような私たちの中に、聖霊なる神のお働きがあるのです。教会とは、全くこの意味
で、聖なる教会です。私たちが聖なるものなのではなく、私たちの中に聖霊なる神が働いて下さるゆえ
に、わたしたちは、聖徒なのです。わたしたちがたぐいまれなる知恵を持っているから、教会を運営す
ることができるのではなく、私たちの中で、上からの知恵が働いて下さるゆえに、私たちは安心して教
会を信頼することができるのです。

命への招待状
この聖霊なる神のお働きによって、本当は希望がなかったかもしれないわたしたちに、大きな希望が
与えられています。私たちの目を明るくし、希望を満たして下さる、命への招待状が、今すでに、与え
られています。そのことが始まったのがペンテコステです。聖霊なる神によって、わたしたちが、イエ
ス様といつでもともにある限り、この新しい命は尽きることなく、私たちの中にあって、私たちの目を
明るくし、私たちの目を先へ、先へと向けさせてくださるのです。

祈り
主イエス・キリストの父なる神様。あなたは、主イエスによって私たちの心の扉を開いてくださいま
す。また、私たちを立て上げ、あなたのみ旨に従って遣わしてくださいますから感謝します。私たちの
この週の歩みがあなたの御心にかない、ご栄光を表すものとなりますように。私たちの喜びを、命の輝
きをますます確かなものとしてください。主イエス・キリストのみ名によってお祈りします。アーメ
ン。


